
児童生徒 
１人につき１冊 
学習到達度を記入
し引継資料に 

職員１人１冊
情報共有が
円滑 

学習指導要領の文言をそのままコピー＆
ぺースト。汎用性が高い。 

              １２年間の学びをつなぐ～学部連携班の取組～ 

学部のつなぎ役 

学部連携班 

「指導内容確認表」を作成・配付 

今後の
方向性 

発足！！ 

UserLocal社の 
AIテキストマイニングを活用 
https://textmining.userlocal.jp/ 

２０１９年時点での「育成を目指す資質・
能力」を明らかにするため，本校職員の意
見をテキストマイニングで集約・可視化 

学部間の共通言語を用意すれば，
つながりが出てくるのではないか 

本校の「育成を目指す資質・能力」一覧表
（2016年度作成） 

小―中―高の学びのつながりを一
目で見るため，指導内容のみを抽
出して整理した「指導内容確認表」
を作成。 

 １２年間の学びをつなぐ 家庭分野 

家庭分野の内容に焦点を置いて，シームレスな１２年
間の学びのつながりを検討。「１２年間の学びのつな
がりモデル」としてまとめた（右図）。 

学部間ギャップを減らす工夫
教材のシェア 

各学部段階で大切にしていることを      学部連携班の中で図解で共有・理解 

学部間の取組/１２年間の学びを
シームレスにつなぐぞ！！ 

２０１６年度作成「児童生徒に必要な
『育成を目指す資質・能力』一覧表」の
共有がうまくできていなかったので， 
校内Web掲示板にアップし，意識化 

各学部の学部連携班，校長先生も一緒に 
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一覧表を校内Web掲示板で共有 

アップデート 

「○○を身に付けるのに◇◇といった学習が有効」を明らかにしていく 
 
教科研究会の実施 具体的な進め方の提案（タイムマネジメント含む） 
 
シェアしている情報を周知。学部連携班→学部職員。風通しよくするシステム。 

学部毎に活用してい
る教材をシェア。デジ
タル教材は，共有
NAS上のフォルダで。
アナログ教材は，保管
場所の情報を共有。 

つなぐ意識が高まった 
今からが大事 

あの教材の 
データください 

ちょっと 
探してみますね～ 

情報共有が次のアイデア
を生み，学びもつなぐ 

共通言語づくり① 「育成を目指す資質・能力」のアップデート 

共通言語づくり② 12年間の系統性ある学習内容の検討と整理 

 小 

取組１ 
カリキュラムの充実  

教科書が児童生徒
一人一人異なる 

特別支援学校あるある 

個に応じて授業準備 
教材の準備も各教師で 

学部毎の動きが
ほとんど 

本校あるある 

執務の中心は 
教室 

基本は学部毎の 
教育課程 

共通するのは学校行事
関連の学習単元ぐらい 

他学部の先生とは 
なかなか会わない 

職員室に全職員集ま
るのは週に１回ぐらい 

も
っ
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Ｔ
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学びがつながりづらい        学部間ギャップ       連携は永遠のテーマ 

育
ち
の
ス
テ
ー
ジ 

図 

本
校
の
児
童
生
徒
に
必
要
な
「
育
成
を
目
指
す
資
質
・能
力
」

に
つ
い
て
思
い
浮
か
ん
だ
３
つ
を
書
い
て
下
さ
い 

自分のこと 
周りのこと 

小学部 
生活科 

自分と相手 
教科的な学び 

中学部 
職業・家庭科 

社会の中の自分 
学びの拡がり 

高等部 
家庭科 

指導内容確認表 

レールファイルに 
全教科A３版で 

自分→相手→社会 
 

拡がる関係性 

愛される人 

中１ 
ギャップ 

高１ 
ギャップ 

共通言語を
増やす 

意識の共有 

具体物の共有 

意識と具体物
を共有 

教員間の
意識が 
つながる 

ロスが減少 

学びが 
つながる 

コラボや 
アイデアも 
生まれる 

学部間ギャップの起こる 中1 や 高１ では特に有効 

 中  高 

各２人 
計６人 

熊本大学教育学部附属特別支援学校 
学部連携班 : 後藤匡敬 ・ 小田貴史 

https://textmining.userlocal.jp/

